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インドネシアの概要 

正式国名： インドネシア共和国 Republic of Indonesia   

 

国旗： 紅白旗   

 

国歌： インドネシア・ラヤ Indonesia Raya   

 

面積： 約 190万 4569km2（日本の約 5倍）   

 

人口： 約 2億 4882万人（2013年）   

 

首都： ジャカルタ Jakarta   

 

元首： ジョコ・ウィドド大統領   

 

政体： 立憲共和制。代議制の選出により大統領が統治を行う  

 

民族構成： ジャワ人、スンダ人、バタッ人など大多数がマレー系住民。そのほか中国系

やパプア系住民などが居住している。   

 

宗教： イスラム教 87％、プロテスタント 6％、カトリック 4％、ヒンドゥー教約 1％、仏

教約 1％。   

 

 

 

 

 

 

 

 



成田空港の出国カウンターでの出来事 

連休最終日だが、国際線出国カウンターは客がパラパラ 

しばらく並んで待っていると、どうやら前の外国人男性（どこ系とは言わないが）が、男性職員に向

かって何か文句を言っている 

出国書類の不備を指摘されているようだ 

日本語で「なぜ必要なの？」「そんなの意味ないよ！」という声が聞こえる 

職員は「これは保管するためですから」「国が決めたことですから」と応戦している 

それでも、引き下がらない 

しばらく待たされる。 

私の順番になったので 

同情して「いやなら来なければいいのにね～」と軽く一言 

職員は「困ったもんです」と答える 

すると、その会話が聞こえたのか、また戻ってきて 

「何か言いたいことあるの？」という始末だ 

本人の国が「徳治国家」なのか「人治国家」かは知らないが、 

日本は「放置国家」 間違い「法治国家」なのだ 

 

日本をナメないでほしい 

もしここがアメリカであれば 「it’ｓ ａ ｒｕｌｅ！」 と毅然と言われて、もうおしまい 

それでもゴネれば別室に連れて行かれて２、３時間じゅっくりお話ができる 

あの職員もそう対応して欲しかった。 

日本人は外国人に対して言葉をはっきり言えない 

だから、ナメられる 

はっきり言った方がコミュニケーションがスムーズになることもある。 

「おもてなし」もいいが、言うべきことははっきり言わないとナメられる 

 

以前私は、列に割り込んだアジア系の家族旅行客に対し 

「後ろに並んでください これは、マナーではなく、ルールです」 

とはっきり言った記憶がある 

それを放置しておくと、日本は何でも通用する国になってしまうからです 

最近、電車の乗り方が変わってきている 

以前は、客が全て降りてから乗車していたが、ドアが開くと同時に乗り込んでくる乗客もいる 

お年寄りの男性に注意されている中学生も見たことがある 

これは、外国人による影響かも知れない 

はっきりとものを言おう！ 



空港内の免税店の変化 

  

売場のトップ平台には電気炊飯器！ 

中国人観光客目当てに売場であろう 

免税店は普通、菓子、アルコールだが、お客の需要に合わせた対応だ 

欧米人も買うのだろうか 

 

ジャカルタに向けて出発 

成田～ジャカルタまでは約７時間 

  

以前テレビで放映されたドラマ「篤姫」を見る 

全部見れば７時間位はかかるため、暇つぶしにはちょうどいい 

幕末の薩摩島津藩と江戸幕府の関係が良く描かれていておもしろい 

 

機内食は、「飯島奈美さんプロデュース」の機内食 

炊き込みご飯、ロールキャベツ、人参サラダ、おから煮、生野菜、フルーツと、野菜の多いのは助

かる。味付けも薄め 機内食も変わってきた ベジタリアンメニューに近くなっている 
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デザートのアイスクリームは、ティーカップに入れると手が冷たくなく食べやすい 

機種は７８７－８の最新のもの 

トイレには水洗便座 

  

新機種なのに、この灰皿は意味が分からない 

ここにたばこを入れて吸うやつがいるかもしれない 

ジャカルタの街が見えてくる 

 

ジャカルタ国際空港に到着 

  

白タクの誘いがしつこい 

安全なタクシーと言われる「ブルーバードタクシー乗り場」へと向かう 

このマークが目印だ 

夕方に近づくに連れて酷い渋滞 

５時以降はバイク軍団が加わり身動きできない 

走っている車の殆どが日本車だからあまり文句も言えない 
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途中にカルフールの看板が見える 

カルフールは、マレーシア、タイ、シンガポールは撤退したが、インドネシアはまだフランチャイズで

店舗を運営している 

 

アジアのタクシーに乗る場合、運転席の後ろは避けること 

時々、窓を開けてタンを吐くからだ 

そのタンが後部座席にしぶきのように飛んでくる 

さらに、ドライバーは途中で、渋滞の車目当ての物売りから、豆菓子のようなものを買い、運転し

ながらポリポリと食べている 

蚊が車内に入ればハンドルを離して両手で叩いている有様 

ナメないで欲しい（椎名誠さん風） 

 

１時間３０分もかかりやっとホテルに到着 

代金は高速料金、チップを含めて３０００円弱 

無事に着いただけでもラッキーであったかも知れない 

  

キッチン付きでなかなかキレイなホテルだ 

フロントの対応もいい 

２４時間対応のプールも完備 

 

外の景色もいいが… 
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それにしても、最大ボリュームでスピーカーから流れるイスラムのお祈りはいったいいつ終わるの

か 

もう夜１０時半を回っていてもまだ鳴り止まない 

イスラムの洗礼を受ける 

これがうっとうしかったら、イスラムの国に行くべきではない 

明日からは、イオンジャカルタ、ロッテマート、カルフールを視察する予定だ 

 

ジャカルタのイオンモール ① 

タクシーでイオンモールへ向かう 

市内からタクシーでラッシュ時間を避ければ約１時間 

今年５月に、ジャカルタ郊外にアジアで最大級のイオンモールがオープンしました 

詳しくはネットで調べることができます 

 

店の印象は「客の目の色が違う！」「子供の目の色が違う！」「笑顔が違う！」 

日本の高度成長期を見ているようだ 

日本との違いは、インドネシアの人口は日本の約２倍 

２倍のパワーで客が店になだれ込む 

小売業はＡＳＥＡＮの中で一番成長性が望める国であると思う 

 

また歴史の話になりますが、インドネシアも７０年前に迷惑をかけた国 

アメリカからの石油や鉱物資源を断たれた日本は、インドネシアの石油、ベトナムの鉱物資源を

狙って兵を進めました 

住民の方に耐えがたい苦痛を与えたと思います 

日本人にとっても不幸な歴史がこの国にはあります 

 

 

 

 

http://ameblo.jp/shirocasi/entry-12076769108.html
http://ameblo.jp/shirocasi/image-12076429031-13433752927.html


イオンはベトナムにも進出しました ベトナムも成長している国 

７０年たち、日本小売業のイオンが進出し、地元の方に喜こばれていることをこの目で見て実感し

ました 

「客の笑顔」「レジ係りの誠実な笑顔」を見て、同じ日本人として嬉しくて涙が出る思いでした 

インドネシアの人々とともに成長して行ってもらいたいと切に思います 

  

４層からなる大型モール 

ベトナム ハノイの店より大型化し、さらに進化している 

 食品売場は、イオンホーチミンとよく似ているレイアウト 

スーパーマーケットの前に、デリカ、ベーカリー、フードコートを構えるスタイル 

中島水産の寿司売場の前には、何層にも客の列 

  

日本式の弁当も 

やはり日本料理の代表は「寿司」であることを最確認する 

  

天ぷらもうまく揚がっている 

逆に地元料理のコーナーは客が少ない 

 

http://ameblo.jp/shirocasi/image-12076769108-13434507248.html
http://ameblo.jp/shirocasi/image-12076769108-13434509418.html
http://ameblo.jp/shirocasi/image-12076769108-13434511917.html
http://ameblo.jp/shirocasi/image-12076769108-13434513027.html
http://ameblo.jp/shirocasi/image-12076769108-13434514945.html
http://ameblo.jp/shirocasi/image-12076769108-13434514035.html


スーパーマーケットの入口 

レジインには惣菜売場、インストアベーカリーがない 即食系はレジアウトに出している 

その分、フードコートの賑わいに比べれば客は少ないが、レジは１５台くらい稼働している 

繁盛店だ 大成功と言ってもいい 

  

青果売場はくだものが山積み 

鮮度もよい 

カットフルーツやカット野菜の品揃えも豊富 

カット野菜はまだ使い勝手が理解されていないようだ 

  

魚と肉は対面売場も併設 

これも、鮮度がいい 

 

肉は「ＨＡＬＡＬ」を扱っている訳ではない 
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地元メーカーのチルド麺コーナーも充実 

日本のように麺つゆが近くにないのが残念（別のコーナーにまとめられてはいるが） 

  

手づくり豆腐のコーナーも 

 

魚、肉の練製品は、真空パックか冷凍で販売 

  

納豆も冷凍 

 

日本の「森の卵」がここまで来ていると思いきや、現地養鶏場を持っている 

  

ヤクルトはアジアでは当たり前 ヤクルトも現地工場を持っている 

 

 

ドライ食品売場を覗いたが、イオンのＰＢが見当たらない 

日本商品の品揃えも少ない 
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さらに、探してみると、レジアウトの「輸入品コーナー」にまとめて陳列されていた 

  

 

日本のＮＢ商品も一部ここに陳列 
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購入商品 

今回は売場に陳列されていた日本製品を中心に購入 

  

ＰＢ商品、日本のＮＢ商品が売場に少ない理由 

日本メーカーの参入が難しい理由 

インドネシアの小売業に関する規制 

・近代化されたストアの取り扱い商品の８０％以上を国産品とする 

・本業以外の商品は売上高の１０％までとする 

・ＰＢ商品は売上高全体の１５％までとする 

・近代化されたストアの出店の際は、伝統的小売業からの距離を考慮しなければならない 

・近代化されたストアが輸入品を仕入れる際、必ず中間のデリバリーピューター（中間業者）を介さ

なければならない 

・小売業のリスティングフィーが高額。その他プロモーションフィー、広告フィー、目標達成リベート

などがある（既存企業など） なかなか規制が厳しい 

 

ジャカルタのイオンモール ②  

商品だけでなく、日本文化、体験、夢を売るイオンモール 

前回のブログで書いた通り、日本からの輸入製品の販売には規制がある 

確かに海外製品がどんどんインドネシアに流入すれば、地元メーカーは衰退する 

雇用も拡大しない 

むしろインドネシアに食品工場を作ってもらうことを政府は推奨するのは当たり前のことだ 

製品の販売に規制があれば、日本の食文化、体験、夢を売る 

日本食レストラン、ファストフード、テイクアウト惣菜のスペースを十分取っている 

これでもかと日本食をアピールしている 

これは正解であると思う 

新しい食文化は、「外食」→「中食」→「内食」へと流れる 

①日本食レストランで和食を食べる 

②デリカ売場で寿司や弁当などを買う 

③食品売場で日本食の材料を買って家で作ってみる 

という流れだ 
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１階には世界のレストラン、地元レストランの「カフェストリート」 

と日本食を集めた「フードカルチャー」ゾーンが広がる 

特に、「フードカルチャーゾ―ン」は日本食を殆ど網羅している 

世界に通用するゾーンだ 

  

和食を前面に打ち出している 

  

温野菜レストラン 寿司 

  

天ぷら 好み焼き 鉄板焼き 

  

うどん ちゃんこ ひつまぶし 
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やきとり 日本酒、ワイン専門店も 

 

どこも午後３時を回っているのによく客が入っている 

人口の厚みが違う 

 

定番の「ユニクロ」 

  

無印良品」は開店準備中だ 

２階３階はイオンの直営 

  

４階の「ラーメンビレッジ」 
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ここもあえて日本語で書かれている 

７件の個性あるラーメン屋が入っている 

ベスト電器 

  

子供が遊べるゾーン 

 

ＪＴＢやＨＩＳのカウンターも 

日本語対応可能なので旅行の相談ができる 

翌日にガイド付きの専用車を４時間予約した 

一店舗見るだけならタクシーでもよいが、数店舗回るには専用車とガイドを雇う方が効率的に回

れる 

イオンのタクシー乗り場には、ブルーバード系のタクシーだけで安心だ 

白タクの勧誘もない 

  

 

郊外の空き地にポツンと「日本の街」ができた感じだ 

インドネシアは産油国であるためガソリンは安い 

郊外まで行けば渋滞もない 

 

アジアンフードレストランで「ライチジュース」と「ビーフイエローカレー」をいただく 

なぜか店のマネジャーが寄ってきて、「前の椅子に座っていいか」と聞く 

暇だったので１時間ほど情報交換をする 

彼はインドネシア人でしばらくクルーズ船に乗っていたらしく、国際感覚を身に着けたジェントルマ

ンであった 
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日本語はできないが、いくらでもインドネシアの情報は提供すると言ってくれた 

  

行く途中には大きなショッピングモールやデパートもできている 

香港資本のハイパーマーケットの「ＧＩＡＮＴ」の看板も見える 

 

ジャカルタ イオンの商品 の紹介 

食品売場の商品をいくつか買ってみた 

輸入品には、「生産国」と「国内取り扱い会社」が併記され、責任の所在が分かるようになっている 

小売が輸入品の直取引はできないようになっている 

これだけ買って２９０，５２９ルピア（約２４００円） 日本の物価より若干安い印象 

 

インドネシア産パン 

ホールセール売場で売られていた「パン屋」「しょくぱん」などと日本が書かれたパン 

メロンパンが１４００ルピア（約１１５円）、あんパンが１２０００ルピア（約１００円）など価格は日本と

殆ど変わらない。厚さはないがランチパック（チョコクリーム）らしきものもある４０００ルピア（３３円） 

あんパンのあん中心になく端に寄っている 

  

セルフのインストアベーカリーのあんパンは７０円ほど 

http://ameblo.jp/shirocasi/entry-12076991210.html
http://ameblo.jp/shirocasi/image-12076935307-13435513710.html
http://ameblo.jp/shirocasi/image-12076935307-13434942704.html
http://ameblo.jp/shirocasi/image-12076991210-13434550131.html
http://ameblo.jp/shirocasi/image-12076991210-13435029527.html
http://ameblo.jp/shirocasi/image-12076991210-13435031572.html


インドネシアが本場の「テンペ」 4枚入り ６８００ルピア（約５６円） 

バナナの葉のようなものに包まれている 

薄く延ばされたテンペがバナナの皮に包まれて 4枚入っている 

無味無臭、炒め料理に使うらしい 

  

日本産 森永「ＴＯＦＵ」３００００ルピア（約２４６円） 

インドネシアのベンダーも印刷されている 

古くから海外で売られているロングラン商品 

 

インドネシア産 煮魚の真空パックたれ付 ３５７００ルピア（約２９３円） 

内臓は取られていて、缶詰のように骨まで食べられる 

  

 

インドネシア産 冷凍骨付きローストチキン半身 ７５０００ルピア（約６１５円） 

鶏肉を半身にして燻製にしたもの 

冷凍臭はせず身は柔らかい 
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インドネシア産「たまご豆腐」５８００ルピア（約４８円） 

袋入り玉子豆腐はタイのイオンでもヒット商品だ 

たまごの味はあまりしない 

  

マレーシア産 フルーツプリン １４５００ルピア（約１１９円） 

日本でも売られているマレーシアブランドだ 

一口サイズで中には果肉も入っている 

台湾産 こんにゃくゼリー ２４８００ルピア（約２０３円） 

日本語が書かれているが、だんだんと怪しくなってくる 

  

フィリピン産 「ＯＩＳＨＩ」 ４８００ルピア（約３９円） 

かっぱえびせんのフィリピンバージョン 

スパイシーな味付け 販促で小袋を店舗 

 

インドネシア産 日清 カップヌードル ３８００ルピア（３１円） 

即席めん １５００ルピア（１２円） 

やきそば ４５００ルピア（３７円） 海外製造はこんなに安い 
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シンガポール産 ポッカはちみつ入り 緑茶５００ｍｌ×２ 特売９０００ルピア（約７４円） 

シンガポール工場で製造されインドネシアに輸入されている 

はちみつの香りが強い 

 

インドネシア産 大塚 ポカリスエット３５０ｍｌ ５５００ルピア（約４５円） 

  

タイ産 タマリンド ２０８００ルピア（約１７１円） 

 

インドネシア産 フルーツ １２６００ルピア（約１０３円） 

  

熟してから、皮をむいて食べると、クリーミーでマンゴスチンのような味 

輸入品は、インドネシア語でシールが貼られている 

レシートはインドネシア語で書かれているが、頭にメーカー名の略字が書かれているため、解読し

やすい 
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明日は、カルフール、ロッテマート、ハイパーマート、ジャイアント、セブンイレブンを視察する予定 

 

ジャカルタのカルフール 

 市内のカルフールを視察 

インドネシアのハイパーマーケットシェア４０％を持つカルフール 

仏カルフールは、１９９８年ジャカルタに１号店を開店 

カルフールのインドネシアの店舗数は７４店舗（市場シェア３５．７％）、複合施設を持つトランスマ

ートカルフールは８店（同シェア３．８％） 

カルフールはインドネシアのハイパーマーケット市場（スーパーマーケットを除く）の４０％のシェア

を持つナンバーワン企業 

仏」カルフールは、インドネシア事業を現地企業に売却してフランチャイズとなっている 

カルフールは東南アジアから撤退している 

 

市内のカルフール視察 

店はかなり古くなっている 中国を含め老朽化が目立つ 

  

ガイド曰く「週末はかなり混雑します」とのこと 
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野菜、くだものは商品を絞り込んで大量陳列 

魚、肉は対面販売 水槽も設置されている 

  

平日であるせいか陳列量もスタッフも少ない 

 

ドライ商品の陳列は圧巻 

ここも商品は絞り込まれて、単品量販を行っている 

カルフールの特徴は、生鮮売り場が狭く、ドライ商品、雑貨が広いこと 

 

タイのカルフールはビッグＣ（仏カジノグループ）に売却 

マレーシアのカルフールは、日本のイオンに売却し、「ザ・ビック」に衣替えしている 

インドネシア事業は成功しているようだ 

しかし、中間層が増えるにしたがって、ハイパーマーケットは苦戦していく傾向があるため、今後

の動向を見てみたい 

 

日本メーカーの商品調査 
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購入金額５２０００ルピア（約４２５円） 

 

 

インドネシア産 ヤクルト８１６０ルピア（約６７円）  

製品には「ＹＡＫＵＬＴ ＨＯＮＳＨＡ－ＪＡＰＡＮ」と書かれている 

ヤクルトの売場は４尺縦割りで陳列されている 

  

インドネシア産 ヤクルトＹＯ飲むヨーグルト ２００ｍｌ ８，４９０ルピア（約７０円） 

ヤクルトよりも高い 

インドネシア産 味に素 １５０ｇ ５、０００ルピア（約４１円） 

ここも４尺でフェイスがしっかりとれている 

  

シンガポール産 キッコーマン醤油 １５０ｍｌ ２９，８００ルピア(２４４円) 

キッコーマンは日本の国内売上より海外売上の方が上回っている 

 

アジアのカルフールを見て感じることは、店舗が古くなっても改装しないこと 

中国も１９００年代に大量出店した店の老朽化が目立つ店舗に再投資をあまり行わない 
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ジャカルタの「ロッテショッピングアベニュ」  

ロッテマートの店舗数は、１３店（ハイパーマーケットのマーケットシェア１．８％）（２０１４年） 

イオンより先行してインドネシアに進出している 

「都市部に強いロッテマート」「郡部に強いイオン」の構図が出来つつある 

ロッテシデパート内に高級食料品店「ＲＡＮＣＨ ＭＡＲＫＥＴ」、ハイパーマーケットの「ＬＯＴＴＥ Ｍ

ＡＲＴ」を展開 デパート内に出店するなど中高所得者をターゲットにしている 

 

インドネシアのスーパーマーケット事情 

インドネシアのスーパーマーケットランキング ２０１４年 

１．ＳＵＰＥＲ ＩＮＤＯ（べりギー系） １５７店（シェア６．％） 

２．ＧＩＡＮＴ ＥＫＳＰＲＥＳ（香港系） １３１店（シェア２．９％） 

３．ＲＡＭＡＹＡＮＡ（地元） １０３店（シェア２．２％） 

４．ＦＯＯＤＭＡＲＴ（地元） ３３店（シェア１．３％） 

５．ＦＡＲＭＥＲＳ ＭＡＲＫＥＴ １５店（シェア１．０％） 

まだ寡占化が進んでおらず、上位１０社でも１６％のシェアしかない 

スーパーマーケットの本格出店はこれから 

 

ロッテデパート地下の高級食料品店「ショッピングアベニュ」 

ロッテマートとは業態を分けて高級感のある店 

ロッテマートのロゴは使っていない     

  

ドライ食品 韓国コーナー         ドライ食品 日本コーナー 
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日本食に必要な一応の品揃えはできている 

野菜、くだものの陳列量はあまりない 

値引きが出ている訳でもないことから、適正陳列量であろう 

  

精肉コーナー 壁面に沿って冷蔵平ケースが続く 

スライス肉の品揃えはあまりない かたまり肉は真空パックで販売 

  

鮮魚売場の対面 

切り身魚を１枚１枚ラップで包んで、氷張りの売場に陳列 

光沢があり鮮度が良く見える 肉も魚も包装に工夫して鮮度を維持しロスを出さない努力は見習

いたい 

豆腐売場 

下段はバラ売りとパック豆腐 

中段以上は日持ちのする袋豆腐で構成し、ロスが出ないようにしている 

  

チルド売場 

殆どが真空パック商品 
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チーズ売場の対面 

ハード系の無難なチーズを品揃えしている 

  

高額だが、日本の「森のたまご」も品揃えしている 

イオンでもコーナー化されている イセインドネシアの現地商品 

 

不思議なことに、「韓国キムチ」や「ロッテチョコレート」はあまり扱っていない 

一見すると、韓国の小売企業なのか、日本の小売企業なのか分からない 

 

「ロッテショッピングアベニュ」の購入商品 

 

 

韓国産 生うどん ２００ｇ １１、８００ルピア（約１００円） 

一見日本製品に見えるが、韓国製 

  

シンガポール産 生そば ２００ｇ ２９，８００ルピア（約２４４円） 

韓国食品メーカーがシンガポールで製造したもの 
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日本産 ヒガシマルうどんつゆ ６袋入り ３０，０００ルピア(約２４６円) 

  

日本産 日本食研 唐揚げの素 ２００ｇ ３９，０００円（約３２０円） 

 

日本産 グリコポッキー ５２，５００ルピア（約４３１円） 

子供が勝手にカゴに入れたら大変だ 

  

日本産 マルフジ 緑茶 ３２，０００ルピア（約２６２円） 

 

日本産 古川商事 信州善光寺そば ２００ｇ ２４，０００ルピア（１９７円） 

  

 

以上、日本製品を購入して調査してみた 

今回の目的は、日本商品がどこから、どのように調達され、どこで売られているかの調査 
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ジャカルタ ロッテマート 

  

複合ビル内のロッテマート 

ロッテマートは都市型店舗の開発が進んでいる 都市型に強い企業でもある 

カルフールが中間層以下、ジャイアントは低所得者層、ロッテマートは中間層以上をターゲットにし

ている 

ポジショ二ングがはっきりとしている 

  

食料品、家電まで揃えたハイパーマーケットだ 

 

家電から入り、雑貨、食料品売場へと続く 

  

２０００坪ほどの大型店だ 

しっかりと通路幅を取っている 

  

鮮魚は「コの字型」のレイアウト 

魚、肉をコの字型にレイアウトするのがロッテマートの特徴だ 
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丸鶏の特売 

１羽１９０００ルピア（約１５６円）はかなり安い 

  

生の売場はあまり広く取らず、冷凍売場を広く取っている 

この辺の商品構成も上手だ 

 

魚肉練り製品は、真空パックまたは冷凍のバラ販売 

アジアではバラ販売が当たり前だ 

  

ロッテマートの得意技 

デリカコーナーは「ロの字型」のレイアウト 

椅子を置きオーダーすればその場でも食べられる 日本のＳＭのように、商品はあまり陳列され

ていない 日本もそのうちオーダーで製造する時代が来る 

 

中通路のチルド売場もスッキリとしていて陳列もキレイだ 

品揃えはロングライフ商品ばかりだ 

  

ドライ食品売場 
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ロッテマートの購入商品 

日本の商品ばかりだが、今回の目的は日本商品がどのようなルートで、インドネシアで販売され

ているかの調査である。 

アジア進出専門のコンサルタントではないが、アジア進出を考えている食品メーカーも応援したい 

それにしても、インドネシアまで来て日本の商品ばかりを買いあさるのも、少しつらいものもある。 

  

韓国産 ロッテチョコパイ ６個入り １８，５００ルピア（約１５２円） 

 

インドネシア産 ロッテキシリトールガム 各３，４００ルピア（２８円） 

ロッテジャパンのライセンスでインドネシアで製造と書かれている 

  

日本産 ＳＢゴールデンカレー １００ｇ ４３，０００ルピア(３５３円)  

 

日本産 永谷園 おとなのふりかけ ５袋入り ３１，０００ルピア（約２５４円） 

日本産 永谷園 カニ味チャーハンの素 ２６，０００ルピア（約２１３円） 

  

韓国産 カレーパウダー １００ｇ ３５，５００ルピア（約２９０円） 
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韓国産 スープ各種 １３，４００ルピア（約１１０円）  

ここも、不思議と「キムチ」「ロッテのチョコレート」はあまり扱っていない 

チョコレートは２８℃を超えると溶けてしまうため、物流などの問題があるかもしれない 

ガイドにきいてみると 

「インドネシアにはあまり韓国人は住んでいない」とのこと 

私は日本人であるため、日本から進出している「イオン」を応援したい 

東南アジアでの戦いは、ロッテマート、カルフール、ビッグＣ、ジャイアント、テスコとは必ずぶつか

る 

その中でも、イオンより先行して店を出している「ロッテマート」は最大のライバルである 

 

ジャカルタのジャイアント  

東南アジア最大の小売業「香港ディーリー・ファーム」の傘下 

インドネシアのジャイアント（ＧＩＡＮＴ） 

インドネシア第３位のハイパーマーケット 

店舗数は５６店舗（シェア２５．１％）（２０１４年） 

１９９８年香港のデイリー・ファームグループがインドネシアで、中高所得者向けの「ＨＥＲＯ ＳＵＰ

ＥＲＭＡＲＫＥＴ」を展開したが、現在は低価格戦略に切り替えている」 

グループの薬局「ＧＡＲＤＩＡＮ」、コンビニ「ＳＴＡＲＭＡＲＴ」、スーパーマーケット「ＧＩＡＮＴ ＥＫＳＰＲ

ＥＳ」の業態の展開している 

小型ＳＭは、「ＷＥＬＣＯＭＥ」のノウハウが生きている 

 

ＧＩＡＮＴ ＥＫＳＰＲＥＳを視察 

  

店の入口にセブンイレブンが入っているユニュークな店 

 

店内は閑散としている 

陳列量も少ない 
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整然とした売場 

肉の陳列も少ない 

  

魚の対面売場はこれだけ 

生鮮食品にはあまり力を入れていない 

チルド売場 

コンコース壁面にペット飲料を持って来ている 

  

ドライ食品売場 

これが、ＧＩＡＮＴのビジネスモデル 

東南アジアのＧＩＡＮＴはどこもこうである 

それでも、拡大を続けている理由は、「ローコストオペレーション」ができていること 

在庫管理がよくできていること 

あまり売れなくてもちゃんと帳尻を合わせる仕組みができている 

生鮮食品を深追いして、集客につなげようとは考えていない 

その代りドライ食品は破格値で販売している 

東南アジア全域に店舗を拡大しつつある香港の大企業 
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ジャイアントで購入した商品 

  

インドネシア産 サントリーみらい ４５０ｍｌ ４，７９０ルピア（約３９円） 

 

インドネシア産 伊藤園きよら ５００ｍｌ ５，９９０ルピア（約４９円） 

  

インドネシア産 ＦＵＴＡＭＩ １７ ５，２９０ルピア（約４３円） 

「じゅうななりょくちゃ」と日本語で書かれている 

 

 

ジャカルタのハイパーマート 

ハイパーマート（ＨＹＰＡＲＭＡＲＴ） 

インドネシアではカルフールに次ぐ第２位のハイパーマーケット 

店舗数、売場面積ともカルフールを上回っているが、売上はカルフールに追いついていない 

店舗数１１５店（シェア３３．０％）２０１４年現在 

当初はデパート、スーパーマーケット事業が中心であったが、２００４年からハイパーマーケット事

業を展開 

２００８年には、ＦＯＯＤＭＡＲＴを展開し始めた 

 

ジャカルタのハイパーマート 

１０００坪ほどの大きさで、中国のハイパーマーケットを思わせる雰囲気 

地元企業だけに、地元と密着した商売をしている感じだ 
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地元商品を品揃えしているが、通路が狭く、ごちゃごちゃしている 

ハイゴンドラを使用 

  

ケース売りの売場 

くだものの単品陳列 

  

ここも魚は対面販売 

チルド売場 

殆ど商品が真空のロングライフだ 

  

豆腐売場に、薬草ゼリーや杏仁豆腐も陳列されている 
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客はそこそこ入っている 

 

この店もドライ食品を中心にした品揃え ドライ食品の販売量が店を支えている感じだ 

惣菜などのウェットな商品は殆どない 

ハイパーマーケットには惣菜売場がない 

インドネシアでは、スーパーマーケットがまだ発達していないため、客は週末にハイパーマーケット

で大量買いするか、地元のコンビニや個人商店で買い物をするのが普通らしい 

以上で、ジャカルタのハイパーマーケットの研究は終わり 

ハイパーマートで購入した商品 

  

マレーシア産 ＥＧＯゴールデンベアー ４１，０５０ルピア（３３７円）  

中国福建省の会社がマレーシアで製造 この会社は類似品を多く作っている 

タイ産 海苔せんべい ２５，１００ルピア（約２０６円） 

オーストラリア、ニュージーランドの会社がタイで製造したもの 

  

インドネシア産 冷凍エビワンタンスープヌードル ２１，９５０ルピア（約１８０円） 

タイのＣＰの製品をインドネシアで作ったもの ＣＰの冷凍食品は日本にも輸入されている 
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